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GaN系面発光レーザのAlInN/GaN多層膜反射鏡(DBR)のストップバンドは約 20nmと狭いため、

反射波長の精密な制御が求められる。この目的のために、我々は白色光源を用いたその場反射率

スペクトル測定装置(Laytec 社製)をMOVPE 装置に導入し、成長中における DBR反射波長制御を

目指している。その実現のためには、高温下（800℃以上）における DBR 反射率スペクトルの解

析が必要であるため、GaN 単膜と DBRの試料をその場観測装置で評価し、課題の抽出を行った。 

 本実験では、室温から 800℃(パイロメータ測定値)における、サファイア基板上 2µm GaN 単膜

と GaN 基板上 40 ペア AlInN/GaN DBRの反射率スペクトルを測定した。その測定結果および理論

計算結果を Fig. 1 と Fig. 2 に示す。本理論計算では、GaN の屈折率とその温度依存性（21℃から

515℃）と AlInN の屈折率は文献値[1,2,3]を用いた。ただし、AlInN の屈折率変化は GaN と同様で

あると仮定した。また、GaN 単膜と DBR の膜厚は、室温での反射率スペクトル測定値と計算値

とのフィッティングにより算出し、高温下の計算値においてもその値を用いた。Fig.1 の GaN 単

膜に関して、高温での測定値と計算値は、吸収端に近い波長域でのずれが生じるが、それより長

波長域では比較的一致した。さらに、Fig.2 の DBR でも測定値と計算値はよく一致し、ストップ

バンドの長波長化を良好に説明できる。今後、DBR成長中の反射率スペクトルの解析に適用でき

ると考えられる。 

    Fig.1 Reflectivity spectra of GaN template     Fig.2 Reflectivity spectra of 40-pair DBR 
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